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千
葉
グ
ル
ー
プ
イ
ベ
ン
ト
報
告 

講
演
会
・
無
料
相
談
会･

･･
････

１ 


 

構
造
コ
ラ
ム 

「
液
状
化
現
象
を 

起
こ
し
や
す
い
地
盤
」･

･･
･

３ 


 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

 ･
･
･･
･

４ 

  

 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
千
葉
グ
ル
ー
プ
は
、

当
会
が
創
設
し
た
２
０
０
０
年
の
翌
年

２
０
０
１
年
に
千
葉
市
労
働
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
の
開
催
を
皮
切
り
に
毎
年
講

演
会
・
無
料
相
談
会
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。 今

ま
で
、
千
葉
市
（
２
回
）
、
成
田
市
、

佐
倉
市
、
四
街
道
市
（
２
回
）
、
市
原
市
、

習
志
野
市
、
船
橋
市
（
４
回
）
、
松
戸
市

（
２
回
）
、
柏
市
と
茨
城
県
の
水
戸
市
、

土
浦
市
と
埼
玉
県
の
三
郷
市
で
開
催
し

て
き
ま
し
た
。 

か
ね
て
か
ら
鎌
ヶ
谷
市
を
開
催
地
候

補
と
し
て
、
鎌
ヶ
谷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
と
の
交
渉
を
続
け
て
き
ま
し
が
、
こ
の

度
、
当
会
会
員
の
友
人
で
あ
る
鎌
ヶ
谷
市

で
建
築
事
務
所
を
開
設
さ
れ
て
い
る
方

の
ご
尽
力
を
受
け
て
実
現
し
ま
し
た
。 

念
願
が
叶
っ
て
、
千
葉
メ
ン
バ
ー
は
い

つ
も
の
よ
う
に
美
酒
で
乾
杯
し
ま
し
た
。 

お
な
じ
み
の
《
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫

で
す
か
？
》
【
失
敗
し
な
い
住
ま
い
づ
く

り
】
の
タ
イ
ト
ル
で
、
き
ら
り
鎌
ヶ
谷
市

民
会
館
（
中
央
公
民
館
）
３
階
集
会
室
で
、

鎌
ヶ
谷
市
の
後
援
を
受
け
て
２
月
７
日

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
日
曜
日
の
寒
い
日
に
も
関
わ

ら
ず
、
一
般
消
費
者
２
０
名
（
十
四
組
）

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
し
た
当
会
会
員
は
千
葉
メ
ン
バ

ー
７
名
の
他
に
、
埼
玉
か
ら
１
名
が
応
援

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。 

「
こ
の
講
演
会
を
何
で
知
り
ま
し
た
か
」 

 

・
鎌
ヶ
谷
市
広
報 

２
名 

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

２
名 

 

・
朝
日
新
聞 

１
名 

 

・
チ
ラ
シ 

２
名 

 

・
人
に
聞
い
て 

７
名 

「
当
会
を
何
で
知
り
ま
し
た
か
」 

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

２
名 

 

・
鎌
ヶ
谷
市
広
報 

１
名 

 

・
テ
レ
ビ 

１
名 

 
・
チ
ラ
シ 

１
名 

 

・
人
に
聞
い
て 

７
名 

 

・
そ
の
他 

２
名 

 

講
演
会
・
無
料
相
談
会
は
、
石
岡
常
任

理
事
の
挨
拶
に
続
い
て
、
二
人
の
講
師
に

よ
る
講
演
の
あ
と
、
無
料
相
談
会
で
５
名

か
ら
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。 

 

限
ら
れ
た
時
間
で
の
開
催
で
し
た
が
、

受
講
者
に
は
「
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」

「
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
か
ら
安
心
」

「
経
験
が
豊
富
と
思
っ
た
」
「
専
門
的
で

奥
が
深
い
」
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

以
下
に
開
催
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

 

  

■ 

講
演
会
の
内
容 

講
演
１ 

～
杭
・
基
礎
・
構
造
・
そ
の
他
の
欠
陥
事
例
～ 

「
欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン
・
住
宅
の
見
分
け
方
」 

 
 

講
師
・
副
理
事
長 

川
口 

晴
保 
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催
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１ 

最
近
（
過
去
）
の
欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン

偽
装
問
題 

 

・
欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン
事
例 

 

・
偽
装
問
題
事
例 

 

・
こ
れ
か
ら
の
再
発
防
止
策 

２ 

問
題
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン(

住
宅) 

の
見
分
け
方 

 

・
地
域
や
地
盤
の
確
認
に
つ
い
て 

 

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
の
確
認 

 

・
内
覧
会
で
の
確
認
事
項 

３ 

欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン
（
住
宅
）
の
見
分

け
方 

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
錆
び
た
鉄
筋
が

見
え
て
い
な
い
か 

・
バ
ル
コ
ニ
ー
と
住
戸
の
接
続
部
に
平

行
な
亀
裂
が
な
い
か 

 

・
上
階
の
物
音
が
良
く
聞
こ
え
る 

・
床
に
置
い
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
が
転
が 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る 

・
外
部
廻
り
に
白
い
粉
が
噴
出
し
た
よ

う
な
痕
跡
が
な
い
か 

 

・
内
外
壁
や
天
井
に
亀
裂
が
あ
る
か 

 

・
タ
イ
ル
の
剥
落
や
亀
裂
は
あ
る
か 

・
雨
染
み
、
雨
漏
り
、
結
露
、
カ
ビ
の

発
生
は
無
い
か 

・
ク
ロ
ス
よ
じ
れ
、
建
具
の
開
閉
不
良 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・
排
水
不
良
や
そ
の
他
の
欠
陥 

等
の
内
容
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 

  
講
演
２ 

～
欠
陥
住
宅
に
な
ら
な
い
た
め
の
手
段
～ 

「
チ
ェ
ッ
ク(
第
三
者
検
査)

は
重
要
」 

 
 
 

講
師
・
理
事 

武
田 

学 

新
築
工
事
に
お
け
る
欠
陥
住
宅
が
生
ま

れ
る
実
情
と
要
因
は
何
か
、
工
事
に
た
い

す
る
様
々
な
管
理
監
督
、
監
理
、
検
査
の

重
要
性
等
に
つ
い
て
画
像
に
よ
り
力
説

さ
れ
ま
し
た
。 

又
、
皆
に
ペ
ー
パ
ー
を
与
え
ら
れ
て
の

作
業(

人
間
の
落
と
し
穴)

を
取
り
込
み
、

特
に
第
三
者
検
査
の
重
要
性
を
講
義
さ

れ
ま
し
た
。 

表
題
の
講
演
概
要
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。 

１ 

欠
陥
が
出
来
る
要
因 

２ 

防
げ
る
方
法
は
あ
る
は
ず
だ 

３ 

建
築
現
場
は
こ
う
あ
れ
ば
良
い 

４ 

現
場
の
実
情
は 

５ 

職
人
が
欠
陥
の
あ
る
施
工
を
し
た 

６ 

「
ウ
チ
は
、
技
術
の
あ
る
職
人
に
任

せ
て
い
る
か
ら
安
心
だ
」 

７ 

受
講
者
の
手
作
業 

① 

作
業
そ
の
１ 

正
方
形
を
早
く
十
個
書
い
て
く

だ
さ
い
。 

② 

作
業
そ
の
２ 

 

紙
に
点
が
三
つ
あ
り
ま
す
、
点
を

通
過
す
る
線
を
三
本
書
い
て
く

だ
さ
い
。
次
に
四
本
書
い
て
く
だ

さ
い
。 

③ 

作
業
か
ら
何
が
わ
か
る
か 

８ 

職
人
、
親
方
、
現
場
監
督
、
会
社
社

長
の
頭
の
な
か 

な
ど
の
内
容
で
の
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

■
建
築
無
料
相
談
会
の
内
容 

講
演
会
と
質
疑
応
答
の
あ
と
建
築
無

料
相
談
会
を
行
い
、
会
員
８
名
で
、
５
名

の
方
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。 

 

「
相
談
内
容
の
概
要
」 

１ 

マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で

施
工
方
法
と
質
に
疑
問
を
感
じ
た
。 

２ 

自
宅
が
車
の
飛
び
込
み
に
あ
い
地

裁
で
紛
争
中
、
調
査
で
ど
ち
ら
が
正

し
い
か
鑑
定
を
頼
み
た
い
。 

３ 

リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル

の
相
談
を
お
願
い
し
た
い
。 

４ 

マ
ン
シ
ョ
ン
２
度
目
の
大
規
模
修

繕
が
終
わ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
。 

５ 

建
売
住
宅
購
入
し
て
入
居
後
、
完
了

検
査
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
や
、
建

物
完
成
時
期
に
偽
り
が
あ
っ
た
。 

 

相
談
予
約
者
意
外
に
も
、
講
演
を
お
聞

き
に
な
っ
て
相
談
を
希
望
さ
れ
た
方
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
有
意
義
な
講

演
会
と
相
談
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

講演中の川口講師 

講演中の武田講師 
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地
盤
の
液
状
化
は
、
地
震
に
よ
っ
て
繰

り
返
し
受
け
る
力
に
よ
り
地
盤
中
に
生

じ
る
過
剰
間
隙
水
圧
が
土
粒
子
を
拘
束

し
て
い
た
初
期
有
効
応
力
と
等
し
く
な

る
結
果
、
有
効
応
力
が
ゼ
ロ
に
な
る
現
象

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
混
ざ
り
合
っ
て

い
た
土
と
水
が
分
離
す
る
こ
と
で
す
。 

建
築
基
礎
構
造
設
計
指
針
（
編
集
：
日

本
建
築
学
会
）
に
よ
る
と
液
状
化
が
起
こ

り
や
す
い
地
盤
と
し
て 

① 

飽
和
地
盤
（
※
１
）
の
細
粒
土
（
０
．

０
７
４
㎜
以
下
の
粒
径
を
も
つ
土
粒

子
）
含
有
率
が
低
い
ほ
ど 

② 

飽
和
地
盤
の
Ｎ
値
（
※
２
）
が
小
さ

い
ほ
ど 

③ 

地
下
水
位
面
が
地
表
に
近
い
ほ
ど 

④ 

地
震
入
力
が
大
き
い
ほ
ど 

と
あ
り
ま
す
。
④
は
地
震
の
揺
れ
が
大
き

い
こ
と
か
と
解
り
ま
す
が
、
①
～
③
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
簡
単
に
説
明
を

し
ま
す
。 

は
じ
め
に
、
地
質
の
時
代
を
追
っ
て
み

る
と
、
対
象
の
地
盤
が
見
え
て
き
ま
す
。

地
球
誕
生
～
５
億
６
４
０
０
万
年
前
ま
で

の
先
カ
ン
ブ
リ
ア
代
、
５
億
６
４
０
０
万

年
～
２
億
４
２
０
０
万
年
前
の
古
生
代
、

２
億
４
２
０
０
万
年
～
６
４
０
０
万
年
前

ま
で
の
中
生
代
、
６
４
０
０
万
年
前
以
降

が
哺
乳
類
の
誕
生
し
た
新
生
代
で
す
。
新

生
代
の
６
４
０
０
万
年
～
２
０
０
万
年
前

が
第
三
紀
、
２
０
０
万
年
前
以
降
が
第
四

紀
で
す
。
第
四
紀
の
２
０
０
万
年
～
１
万

年
以
前
ま
で
に
生
成
し
た
地
層
が
「
洪
積

層
」
で
、
１
万
年
前
以
降
に
台
地
を
刻
む

谷
を
埋
め
て
堆
積
し
た
、
や
わ
ら
か
で
水

を
含
ん
だ
地
層
が
「
沖
積
層
」
で
す
。 

「
洪
積
層
」
は
安
定
し
た
地
盤
（
台

地
：
ロ
ー
ム
層
）
で
液
状
化
の
対
象
外
の

地
盤
で
す
。
「
洪
積
層
」
よ
り
時
代
の
新

し
い
「
沖
積
層
」
が
軟
弱
地
盤
で
あ
り
、

液
状
化
の
判
定
の
対
象
地
盤
と
な
り
ま

す
。（
図
１
参
照
） 

次
に
、
土
粒
子
の
大
き
さ
分
布
を
説
明

す
る
と
、
粒
子
が
小
さ
い
粘
土
（
粒
子
の

大
き
さ
が
０
～
０
．
０
０
５
㎜
）
と
シ
ル

ト
（
粒
子
の
大
き
さ
が
０
．
０
０
６
～
０
．

０
７
４
㎜
）
は
細
粒
分
と
区
分
け
さ
れ
、

他
に
砂
（
細
砂
、
中
砂
、
粗
砂
）、
礫
（
細

礫
、
中
礫
、
粗
礫
）、
石
（
礎
石
、
巨
礫
）

と
粒
子
の
大
き
さ
に
よ
り
分
類
さ
れ
る

（
表
１
参
照
）
。
こ
れ
ら
の
土
粒
子
と
水

と
空
気
が
い
ろ
い
ろ
な
割
合
で
混
ざ
り

合
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
性
質
の
地
盤
を
形

成
し
て
い
ま
す
。（
図
２
参
照
） 

  
 
 
 
 
 

 

            

①
の
「
細
粒
土
の
含
有
率
が
低
い
ほ

ど
」
と
は
、
逆
に
言
う
と
土
壌
の
中
に
細

粒
土
の
割
合
が
多
い
と
地
震
力
を
受
け

た
際
、
土
と
水
が
分
離
し
に
く
く
な
る
た

め
に
液
状
化
は
起
こ
り
に
く
い
。 

②
の
「
Ｎ
値
が
小
さ
い
ほ
ど
」
は
、
逆

に
言
う
と
Ｎ
値
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

は
よ
く
締
ま
っ
て
い
る
土
壌
で
あ
り
液

状
化
は
起
こ
り
に
く
い
こ
と
に
な
る
。 

③
は
地
下
水
位
面
が
地
表
面
に
近
い

こ
と
は
、
そ
の
地
盤
の
中
が
水
で
満
た
さ

◆
構
造
コ
ラ
ム
◆ 

「
液
状
化
現
象
を
起
こ
し
や
す
い

地
盤
」 

文
責 
常
任
理
事 

原
田 

久
義 

（
構
造
設
計
一
級
建
築
士 

建
築
Ｇ
メ
ン
） 

＊図 1 

＊表 1 

＊図 2 
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れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
た
だ
、
地
表
面

よ
り
２
０
ｍ
以
深
で
液
状
化
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
地
表
面
が
急
傾
斜
し
て
い

て
、
地
盤
全
体
が
す
べ
る
よ
う
な
場
合
を

除
け
ば
、
地
表
近
く
に
あ
る
構
造
物
に
直

接
被
害
を
与
え
る
こ
と
は
少
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
地
盤
の
液
状
化

発
生
の
検
討
は
、
後
述
の
４
条
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
飽
和
土
層
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
す
。 

一
、 

砂
の
粒
径
が
０
．
１
㎜
前
後
で
あ
る

こ
と
。
（
粘
土
層
、
シ
ル
ト
層
で
は

液
状
化
の
発
生
す
る
危
険
性
は
少

な
い
。） 

ニ
、
砂
が
緩
い
状
態
で
堆
積
し
て
い
る
こ

と
。
（
Ｎ
値
が
１
５
～
２
０
程
度
あ

れ
ば
液
状
化
の
発
生
す
る
危
険
性

は
少
な
い
。） 

三
、
地
下
水
で
飽
和
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
地
下
水
が
な
け
れ
ば
液
状
化
の

発
生
す
る
危
険
性
は
少
な
い
。） 

四
、
地
下
２
０
ｍ
よ
り
浅
い
位
置
で
あ
る

こ
と
。
（
地
下
２
０
ｍ
以
深
で
液
状

化
が
発
生
し
て
も
地
表
近
く
に
あ

る
構
造
物
に
直
接
被
害
を
与
え
る

こ
と
は
少
な
い
。） 

地
震
時
に
お
こ
る
地
盤
の
液
状
化
は

建
物
に
損
傷
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
建

物
の
外
構
や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
で
も
、
地
盤
の
液
状
化
で
多
く
の

被
害
が
あ
り
、
開
発
業
者
と
の
訴
訟
に
な

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ど
こ
で
も
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
液
状
化
が

発
生
す
る
わ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
よ
く
理
解
し
、
対
象
と
す

る
地
域
を
役
所
の
建
築
指
導
課
な
ど
で

調
べ
て
み
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
解
り
ま
す
。 

ま
た
、
地
盤
の
液
状
化
に
対
応
で
き
る

建
築
・
土
木
技
術
等
も
開
発
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
家
を
買
っ
た
り
、
建
て
た
り
す

る
時
に
は
事
前
調
査
を
怠
る
こ
と
の
無

い
よ
う
に
し
、
事
業
に
対
応
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
ま
た
、
利
害
関
係
の
無
い
、

第
三
者
の
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
こ
と

も
大
切
で
す
。 

 

注
記 

※
１ 

飽
和
地
盤
：
土
中
の
間
隙
が
す
べ
て

水
で
占
め
ら
れ
て
い
る
状
態
の
地
盤
。 

※
２ 

Ｎ
値
：
地
盤
の
標
準
貫
入
試
験
に
お

い
て
、
６
３
．
５
㎏
の
ハ
ン
マ
ー
を

７
５
㎝
自
由
落
下
さ
せ
、
サ
ン
プ
ラ

ー
を
３
０
㎝
貫
入
さ
せ
る
の
に
要
す

る
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
回
数
。
地
盤
の

固
さ
を
表
す
指
標
。 

 

□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

東
京
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
建
築
無
料
相
談
会

の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
６
年
３
月
26
日
（
土
） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▽
会
場 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
（
き

ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線
大
井
町
駅 

▽
入
場
料 

無
料
（
要
予
約
） 

▽
主
催
・
問
合
せ
先 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

 
 
 
 

東
京
グ
ル
ー
プ
（
原
田
ま
で
） 

℡
０
３
・
５
４
９
６
・
９
８
４
１ 

 

 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

去
る
２
月
６
日
未
明
に
台
湾
南
部
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
４
の
地
震
が
発
生

し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
台
南
市
永
康

区
に
あ
る
地
下
１
階
地
上
１
６
階
建
て

の
雑
居
ビ
ル
が
倒
壊
し
た
。
台
南
市
で
は

震
度
５
を
記
録
し
た
よ
う
で
す
が
、
築
２

０
年
程
で
、
１
～
５
階
が
店
舗
な
ど
で
、

６
～
１
６
階
が
住
居
部
分
で
構
成
さ
れ

た
建
物
で
１
・
２
階
部
分
の
構
造
体
が
崩

壊
し
て
、
建
物
全
体
が
倒
壊
し
た
よ
う
で

す
。
こ
の
建
物
だ
け
で
１
０
０
人
を
超
え

る
犠
牲
者
を
だ
し
て
い
る
。
倒
壊
は
手
抜

き
工
事
や
低
層
階
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

よ
る
「
人
災
」
の
見
方
も
あ
り
、
加
え
て

今
回
「
構
造
コ
ラ
ム
」
で
も
紹
介
し
た
「
地

盤
の
液
状
化
」
も
要
因
の
一
つ
と
し
て
報

道
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

大
き
な
地
震
が
あ
る
と
、
い
つ
も
の
こ

と
で
す
が
、
手
抜
き
工
事
、
設
計
不
備
、

監
理
不
備
、
欠
陥
工
事
な
ど
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
事
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
ん
な
時
に
い
つ
も
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
事
件
が
起
こ
る
前
に
、
犠
牲
者

が
出
る
前
に
、
も
っ
と
簡
単
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
方
法
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
思
う
に
、
そ
れ
は
「
第
三

の
目
」
を
置
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
事
件
な
ど
が
起
こ
る
と
、
そ
の
事
件

を
検
証
す
る
第
三
者
委
員
会
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
大
事
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事
業
を
計
画
・
実
施

し
て
い
る
時
点
に
お
い
て
、
利
害
関
係
の

無
い
第
三
者
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
防

げ
た
事
例
が
多
く
あ
る
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
建
築
Ｇ
メ
ン
が
そ
の
「
第

三
の
目
」
に
な
る
こ
と
も
一
つ
の
役
目
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

（
ｈ
・
ｋ
） 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 


